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腰業に''Uする学科においては､｢腱雄科学基礎｣又は｢'w境ﾄﾞ}学j`《礎｣のいずれか'科[]及び｢課題研究｣をｌｉｉｌＩｌｌ
として全ての’１i徒に臓修させる二と｡また､＃'`ｿ牧育にｌｌＵする各教科･科目について､すべての生徒に閥修させる,,〔位
数は､2511i位を下らないこと。
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改ＩＩＴ 現行

科目名 備考 科’二１名 標Willi位放

農業科学｣`礎

瑠境ﾄﾞ:}`ＷＭｉ礎

課題研究

総合実習

農業愉翻処jFM

作物

野菜

采樹

草花

畜産

農業経満

農業槻械

食品製迭

食品化学

微生物唯礎

捕物バイオテクノロジー

mtl物･微生物バイオテクノロジー

農業経済

食品流皿

森林科学

森林経簡

林産加_［

農業I:水,ＭＭＩ．

農業二上水施工

蹟圃ilhlhi

造[剣技術

測量

生物iiIi川

グリーンライフ

29科目

l1U脚環境を整理統合

新Ｉ没

伽1粁を整理統合

腿堆会81･の複式ｉＷ１ｌＩＪ､11ｲ筋iMf

災を縦理統合

食,WjII工を整理統合

名称変更

名称変史

fi称変更

ＩＲＩ梁会ijfを整理統合

林業土木を整理統合

名称変更

ＩＭＩ業水利を整理統合

造lⅢ緑化材料を整理統介

､Ｉ物利川を加え雛理統合

新[没

農業於礎

糀培環境

課題研究

総合実習

農業情報処理

作物

野菜

果樹

草花

畜産

飼料

農業経営

農業会ill・

農業機械

食品製造

食品jJUT

食品化学

応用微生物

生物工学A1礎

農業経済

食品流通

育林

林業土木

林業経営

林産加工

農業土木iＭＭＩ

農業二'二木施l：

農業水利

造園計画

造園施工･筏

造園緑化材料

測量

生活園
－０ｔ。

養蚕(削除）

農地開発(riIl除）

食品製造槻器(rill除）
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m_hirokawa
テキストボックス
－H11農業　１－



２改訂の基本方針

今回の改訂は、我が国の２１世紀の社会の形成者を育成するため、ゆとりの中で生きる力

をはぐくむことを目指し、教育内容を厳選し、基礎・基本の確実な定着を図り、自ら学び、

考える力を育成するとともに個性を生かす教育を充実することを方針としている。このこ

とを受けて、教科「農業」においては、これまで進めてきた「農業の各分野における将来

のスペシャリストとして必要とされる専門性の基礎・基本の確実な習得と自己教育力の育

成」を踏まえて、次のように改訂された。

教科「農業」の目標については、各分野の学習を通して、農業に関する諸課題について

関心を持ち、課題の解決を目指して自ら合理的な思考を深め、創意工夫し、実践する力を

育成するという趣旨を明確にしている。

内容については、バイオテクノロジーの進展、地球環境問題、食品産業の発展及び農山

村滞在型余暇活動の活性化など社会の変化や産業の動向に対応するとともに､内容の厳選、

構造化と明確化を図っている。

改訂の内容

目標

教科「腱業」の目標は、次のとおり示されている。

３ 

(1) 

農業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、農業の社会的な

意義や役割を理解させるとともに、農業に関する諸問題を主体的、合理的に解決し、

農業の充実と社会の発展を図る創造的、実践的な能力と態度を育てる。

の科膳

喪としてヒューマ

ンサービスにＩＨＩす

る分野

I{として食料供給｜
に'11Ｉする分野

バイオテクノロ

ジーに関する分野

生物活用
グリーンライフ

械物バイオテクノ
ロジー

助物・微生物バイ

オテクノロジー

作物

野菜

IIL樹州
麟

Ｍ１農業に関する科ロと分野

－８２－ 

'三として瑠境6Ⅲ造

と素材生産に111'す

る分野

|譲篭,農業土木識3１

農業土木施エ

造園計画

造1,技術
fir花

測量
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ア農業の各分野

農業の各分野については図ｌに示したように、

（列生物生産、食品加工、流通などの食料供給に関する分野

（ｲ）国土・環境保全、アメニティ保持、生活環境美化など環境創造・保全及び素材

生産に関する分野

け）バイオテクノロジーに関する分野

（ｴ）農業・農村と農業生物の特性を活用したヒューマンサービスに関する分野

などが考えられる。

イ知識と技術

基礎的・基本的な知識と技術については、農業の各分野における将来のスペシャリ

ストとして必要な専門性の基礎・基本が考えられる。具体的には、各科目に示した内

容ということになるが、一つは、農業生物等の特性やそれを取り巻く環境などに関す

る知識であり、もう一つは、農業生物等の生産、加工、利用などに関する技術である。

ウ意義と役割

農業の社会的な意義と役割については、目標の後段にある「社会の発展」との整合

性を図るために、現行の目標に「社会的な」を付加した点が改善された点である。な

お、この場合の「農業」は、農業の各分野を包括した広義の農業である。

エ能力と態度

農業に関する諸活動を主体的、合理的に解決し、農業の充実と社会の発展を図る創

造的、実践的な能力と態度の育成については、現行の「主体的に農業発展を図る能力

と態度」を詳述するとともに、能力と態度の中味は農業への関心と意欲、主体性、科

学性、創造性及び実践力であるという趣旨を明確にしたものである。

農業に関する科目の目標と内容

ア科目の目標

農業に関する科目の目標については、生産・加工・利用等の知識や技術の習得を通

して、生産技術等の原理や流通等の構造を理解させ、経営や管理に関する思考力、判

断力や意欲などの能力や態度の育成を図る観点から、ほとんどの科目において、「…

の知識と技術を習得させる｣、「…を理解させる｣、「…の能力と態度を育成する｣、の

３点で構成されている。

例えば、「作物」の目標は図２のように構成されている。また、この科目では、作

物栽培においては量と質とを問われていることから、現行の目標に「品質」を加え

「品質と生産性の向上」としている。

(2) 

作物の栽培と経営に必要な知識と技術を習得させ

作物の特性や栽培に適した環境を理解させるとともに

品質と生産性の１句-kを図る能力と態度を育成する

図２科目「作物」の目標

－８３－ 
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新旧指導要領の科目目標を分析して示すと表１，２のとおりである。

表２農業に関する科目の目標一覧
（新学習指導要領より）

表１農業に関する科目の目標一覧
（現行学習指導要領より）

●●●● 

●●●● 

イ科目の内容

科目の内容については、教科書や実際の指導において、教育内容が高度にならない

ように現行の大項目に中項目が付加されている。また、改訂の趣旨を具現化するとと

もに、科目の目標を達成するために、内容が厳選されている。例えば、「作物」につ

いては、現行の内容の(5)機械・施設の利用については、(3)食用作物、工芸作物の栽培

を通して習得させることが合理的かつ効果的であることから、新学習指導要領におい

ては、(3)作物の栽培に統合されている。

｡学習指導理知｜作物｜の内霜

ウ内容の取扱い

内容の取扱いについては、「(1)内容の構成及びその取扱い…」において、科目の目

標の達成する上で内容の各項目が果たす役割、内容の選択等履修させる上での留意事

項、学習題材の選択や学習方法等、内容を取り扱う上での留意事項などが示されてい

る。「(2)の範囲や程度…」において、学習内容の程度が高度にならないための留意事

項､学習内容の範囲が広範囲にわたらないための留意事項などについて示されている。

－８４－ 

知識 技術 理解 能力 態度
作物 ○ ○ ○ ○ ○ 

食品製造 ○ ○ ○ ○ ○ 

森林科学 ○ ○ ○ ○ ○ 

農業土木設ヨ↑ ○ ○ ○ ○ ○ 

造｜刺ヨ↑画 ○ ○ ○ ○ ○ 

測量 ○ ○ ○ ○ ○ 

生物活用 ○ ○ ○ ○ ○ 

知識 技術 理解 能力 態度
作物 ○ ○ ○ ○ ○ 

食品製造 ○ ○ ○ ○ ○ 

育林 ○ ○ ○ ○ ○ 

農業土木設計 ○ ○ ○ ○ 

造園計画 ○ ○ ○ ○ 

iIUI量 ○ ○ ○ ○ 

生活園芸 ○ ○ ○ ○ ○ 

現行学習指導要領 新学習指導要領

(1)作物生産のHMI向

(2)作物の特性と栽培方法

(3)食用作物、工芸作物の栽培
(4)品種改良の方法
(5)機械・施設の利用

(6)農地の利用と作物

(7)作物生産の経営改

生

蕃

(1)作物生産の役割とdMI向
ア作物生産と食料供給

イ世界の食料需給の動向

(2)作物の特性と栽培技術
ア作物の生育と生理

イ栽培環境と生育の調節

(3)作物栽培

ア作物の栽培的、経営的特性

イ品種の特性と選び方、ウ栽培計画
エ育苗、オ殺培管理、力商品化

－>キ機械・施設の利用

ク作物栽培の評価

(4)作物生産の経営改善

ア作業体系の改善

イ生産と流通の改善

表３新１日学習指導要領「作物」の内容
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